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研究成果の概要（和文）：在宅ケア推進研究の成果は以下の通りである①在宅医療介護スタッフ用の退院調整連絡シー
トの作成②三原市の慢性腎不全患者地域連携ケアシステムの構築，栄養指導内容の検討→1/Creatinin値の改善③名古
屋地区緩和デイケアサロン運営→QOLの向上④在宅看取りを経験した家族の調査により呼吸困難のケアに対し満足度が
低かった→在宅高齢者の呼吸訓練機器「吹き戻し」の開発⑤県内訪問看護師と家族の調査から24時間電話相談が家族の
満足度を高めていることが明らかになった⑥パークス博士のグリーフケア市民講座：200名,専門職研修：100名⑦訪問
看護師・訪問介護員への看取りのパス（LCP)STAS-Jの研修を実施した。

研究成果の概要（英文）：We conducted 7 projects in order to integrate the community-based home care and 
the care system. Results is as follows (1) Creating discharge coordinate database for home care staffs 
(2) Coordinating palliative day care in Nagoya. The participants of QOL were improved. (3) Mihara city 
chronic kidney disease patients with regional cooperation network established and revised nutrition 
guidance. Participants improved their 1 / serum Creatinine. (4) Family who experienced　terminal home 
care reported the difficulty of caring dyspnea. We developed respiratory rehabilitation tool: Blowout. 
(5) 24hour telephone consultation by nurse improved the satisfaction of family who terminal patients at 
home. (6) Organizing two grief care lectures by Dr. Colin Parkes: 300 residents and professionals 
attended the seminars. (7) Organizing lectures of utilizing the Liverpool Care Pathway and STAS-J for 
visiting nurses and home care providers.

研究分野：高齢者看護
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１．研究開始当初の背景 
高齢化の急速な進展や疾病構図の変化の
中で，わが国の医療は施設ケアから在宅ケア
へと政策が移行している。しかし，在宅療養
者が在宅で最期を迎える人は 12.4％と、欧米
に比べて極度に低いのが現状である（厚生労
働省人口動態緒調査,2009）。地域には在宅
支援の適切な体制が整備されているとは言
えず，福祉専門職に対する継続教育の提供も
十分ではない。 
在宅療養中の高齢者と家族は，ライフ・プ
ロセスの途上で，ADL機能の低下と住み慣れ
た自宅から施設への転居という身体的・心理
社会的喪失を経験する。当事者と家族がとも
に，不安や揺らぎを抱えながらの生活を余儀
なくされている。 
病院や施設でのケアから在宅重視へと移
行し，先進的な試みを考察しつつ、在宅ケア
を可能とする①在宅移行の調整②喪失への
緩和ケア③栄養・呼吸機能の評価と介入⓸看
取りのガイドラインと意思決定の支援⑤終
末期の難渋する症状緩和などへの事例を多
職種で検討しつつ、⑥支援体制の必要条件を
整理し，在宅ケアサービスの充実のためのシ
ステム構築とツールの作成が求められてい
る。 

 
２．研究の目的 
本研究は，病院内多職種連携カンファレ
ンスの実施を参照し，在宅における他職種
連携カンファレンスを充実させ，在宅ケア
の質の向上を目的に，看取りに焦点を当て
た教育と実践のシステム構築を検討するも
のである。 
終末期高齢者に対して，在宅で安心して
質の高いケアを継続して提供する為に，①
訪問介護員用の終末期アセスメントシート
の作成を行う。②医療介護連携の要である
訪問看護師・居宅介護支援員（ホームヘル
パー）に対して，終末期継続教育のプログ
ラム（リバプールパスウェイとグリーフケ
ア）を提供する。③在宅における多職種連
携カンファレンスを実施する。④その効果
を，在宅終末期高齢者の変化と STAS-J
（Support Team Assessment Schedule 
Japan）を用いて検証する。研究の成果に
より，医療介護連携教育プログラムが地域
密着型の新たな在宅終末期ケア・アプロー
チの質の向上に寄与するものである。 
 
３．研究の方法 
平成 24年度：①在宅医療介護の関与者に
よる多職種連携カンファレンスを行う。②
病院看護師・訪問看護師・訪問介護員への
看取りのパス（ﾘﾊﾞﾌﾟｰﾙ-ﾊﾟｽｳｪｲ）の研修③
一般市民向け・専門職向けグリーフケア研
修実施。 
平成 25年度：④医療介護連携カンファレ

ンスを継続。⑤訪問看護師・家族を対象に
看取り期の難渋した症状を調査⑥グリーフ
ケア・看取りプログラムの精査。 
平成 26年度：⑦医療介護連携カンファレ
ンスを継続⑧在宅高齢者の栄養指導⑨慢性
腎不全患者の看取りのガイドラインを活用
した看取りの事例検討。 
平成 27年度：⑩グリーフケア・プログラ
ムの調査，⑪グリーフケア・カンファレン
ス実施。 
 
４．研究成果 
在宅での安楽な看取りを迎える為のツー
ルを開発した。 
(1)在宅医療介護スタッフが用いる退院調整
連絡シートの作成 
(2)名古屋地区緩和デイケア・サロンの運営
→QOL の向上が認められた。 
(3)三原市慢性腎不全患者のネットワーク構
築，栄養指導内容の検討。 
→1/Creatinin 値の改善と医療費削減効果が
認められた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
(4)慢性腎不全患者の維持血液透析見合わせ
の意思決定プロセス・ガイドラインを用いた
事例検討 
(5)高齢者の呼吸訓練機器「吹き戻し」の開
発・普及→保険点数・介護点数に加算請求す
ることが可能となり，研究成果が社会に還元
された。医工連携商品として新たなヘルスケ
ア産業の分野が生まれた（特許取得）。 
(6)訪問看護師の24時間電話相談→診療報酬
加算 
(7)パークス博士のグリーフケア市民講座
（200 名），専門職向研修（100 名） 
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